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千頭駅～奥大井湖上駅 およそ 15km のコース
智者山・天狗石山 エリア01
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〈本マップオリジナル記号〉

オフィシャルコース（智者山神社ルート）
オフィシャルコース（八草辻ルート）
サインプレート間のコースタイム
A1など　サインプレート（位置標識） 
その他の明瞭な道標
山の神（祠）や小屋、三十三地蔵
トイレ、主なバス停
駐車場、温泉施設

川・湖
ダム
土崖
岩崖
凹（おう）地
静岡市との境界
三角点
電子基準点

神社
記念碑
電波塔（反射板）
交番（駐在所）
墓地
寺院（お堂）
発電所・変電所

〈地図記号（2万 5千分の 1地形図に準ずる）〉

国道362号
県道
1車線道路
幅員3.0m未満の道路（軽道路）
徒歩道（明瞭、幅がある整備されたトレイル）
小径（徒歩道より幅のない狭いトレイル）
古道・廃道（踏み跡が残る程度の場所）
林業用作業道（緊急時以外は進入禁止）

トンネル
小さなトンネル
大井川鉄道と駅（線路内進入禁止）
送電線

針葉樹林
広葉樹林
茶畑

荒地
竹林
果樹園

砂れき地（河原）
せき（砂防ダム）大・小
滝
岩
雨裂
標高点（目印なし）
小・中学校
郵便局

現地調査・地図制作：O-Support 調査期間：2022 年 12 月～2023 年 2 月 　デザイン制作： Salmon Design　発行：川根本町
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大井川鐵道本線
南アルプスあぷとライン
時刻表

川根本町 町営バス
時刻表

智者山神社ルート全体
①千頭駅→智者山神社
②智者山神社→智者山山頂
③智者山山頂→天狗石山
④天狗石山→奥大井湖上駅

八草辻ルート全体
⑤八草辻→智者山山頂

14.8km
7.8km
1.2km
1.5km
4.3km

8.2km
2.3km

1200m
620m
380m
140m
60m

550m
350m

1060m
10m
10m
120m
920m

1050m
10m

距離 累積標高（+） 累積標高（-）

1:25,000  ｜ 等高線間隔 : 10m ｜ 磁針方位 : 西偏約 7.7° 2023年 2月発行
0 1500500 750250 1000 1250 2000

MAP SERIES

本地図を利用しての活動中に起きた事故・トラブルについては発行者ならびに制作者は一切その責任を負いません。登山・アウトドア活動を行う際には十分な準備をしたうえでお楽しみください。
この地図は国土地理院発行の数値地図（国土基本情報）電子国土基本図（地図情報・地名情報）及び基盤地図情報を利用して作成した。
測量法に基づく国土地理院長承認（使用）R 4JHs 225

トレイルマップに「A1」などの標記が
ある場所には、サインプレート（位置標識）
が設置してあります。現在地の確認や
救急通報時の場所伝達に活用ください。
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千頭駅～奥大井湖上駅 およそ 15km のコース

智者山・天狗石山 エリア

川根トレイル マップシリーズ

川根本町全域をつなぐ、トレイルコース。

MAP SERIES
シリーズ第 1 弾となるトレイルコースに選んだ山域は「智者山・天狗石山
エリア」です。千頭温泉のある大井川鐵道千頭駅を起点に、智者山神社へ
の参道が続く三十三観音ルートの里山を進み、さらに標高を上げ智者山へ。
その後は広葉樹の中で南アルプスの山々を望みながら天狗石山への稜線を
気持ちよく進み、終点の奥大井湖上駅へ下るコースとなります。その後に
接岨峡温泉まで足を延ばし、宿泊して旅の疲れを癒すのも良いでしょう。
帰りは、アプト式鉄道で有名な南アルプスあぷとラインに乗車し千頭駅へ。
路線バスで寸又峡へ乗り継ぐことも可能です。余裕を持った旅となるよ
うに、歩く前や後は各温泉に宿泊・入浴するのがおすすめです。

川根本町全域を一つのフィールドとして、点在する集落を繋ぐトレイル
コースを整備し、ハイカーが自由な旅を計画し歩くことのできるトレイ
ルマップの作成が始まりました。
川根本町の山域はとても広いため、エリアごとのマップとしてシリーズ
化していきます。最終的には町内全域のロングトレイルコースとしての
完成を目指します。

川根トレイルを歩いて、オリジナルワッペンをもらおう！
申込みフォームはこちら

智者山と天狗石山に登って川根本町内の宿泊施設（キャンプ場含む）に宿泊された方に、「川根トレイルオリジナル
ロゴワッペン」をプレゼント！申込みお待ちしております！（※先着順となりますので、無くなりしだい終了となります。）

川根本町について
川根本町は、南アルプスの最も南に位置する自然豊かな町で、太古の昔より育まれた原生のまま
の自然は南アルプスユネスコエコパークに登録されました。深い森から里山までバラエティーに
富んだ山域に集落が点在しており、それを繋ぐさまざまな古道は、ハイキングコースとして整備
され、多くのハイカーが利用する道へと変化してきました。
そして私たちの住む麓では、温泉や大井川などの自然資源、地形を生かした農業の営み、豊かな
自然を生かしたキャンプやカヌーなどのアクティビティも多くあります。

NOTICE 山行のリスクについて

【図1】

【図 2】

監修　村越　真（静岡大学教授）

山のリスク
どんな山にも危険が潜んでいます。また、静けさや豊かな自然といった山の魅力はリスクととなりあわせです。以下のことに留意し、笑顔で帰宅できるよう心掛けてください。
①4つのリスク源とリスク：山の環境（大気・地面）、周囲の生物に加え、本人もリスクの源になります。4つのリスク源から様々なリスクが生まれます【図 1】。
②リスクは変化する：リスクが低いと判断した山でも、登山中にリスクは変化します。変化やトラブルの兆候（スリップ、疲労感、道の違和感等）に敏感になると同時に、
それに対応できるスキルや装備等の準備をしてください。
山には完全に安全な状態はなく、必ずリスク源があります（【図 2】上）。そこにリスク累加要因が加わることでトラブルの兆候が現れ、時には事故・遭難に至り、
条件が悪ければ最悪の事態に至ります。【図 2】下には道迷いの例を具体的に示しました。リスク変化の過程を理解することが、悲惨な遭難を防ぐことにつながります。
③助力が得られにくい：トラブルが発生しても、山では他人の助力は得難く、救助までに時間がかかります。トラブル時の連絡手段と救助まで自分の命を守れるか
を常に考えてください。

ここに気をつけよう（登山中の注意）
①登山道：路面の状態や傾斜によって、転倒や滑落が起こりやすくなります。踏み跡が分かりにくいと、正規のルートを外れて道迷いにつながります。斜面上方か
らの落石等にも注意を向けましょう。
②天候：リスクを高める天候の変化（気温の変化・風速・天候の変化等）に注意し、衣類をこまめに調節しましょう。高温時には水分摂取、低温時にはカロリー摂
取を意識します。
③自分自身の体調：山歩きは循環器や足腰に高い負荷をかけます。息が上がるようならオーバーペースの兆候です。心拍数も意識しましょう（最大心拍数は 220－年
齢で一般値が計算できます。その 7割程度以内を目指します（たとえば、40 歳なら 180 拍 / 分の 7割で 126 拍）。
④地図とコンパス（方位磁石）の活用：道迷い防止のため、地図とコンパスで現在地や進路を確認します。地図読みに自信がなければ GPS や地図アプリの利用も検
討してください。もしもの場合に発見確率を高める発信器の携帯も推奨されます。

準備もぬかりなく
もしもの時に対応不可能なリスクをなくすため、スキルを身につけたり、計画的に装備を用意しましょう。
①登山計画の作成と共有：地形図等でルートを把握し、距離・登距離、コースの難易度を把握しましょう。「山のグレーディング（注参照）」も有用です。山のグレー
ディングのないルートでは、「ルート定数（注参照）」を使ってみましょう。
②天候の把握：天気予報で天候・気温を把握しましょう。ただし予報には常に誤差があります。複数のウェブサイトや複数の時点での予報を確認して、信頼性を高
める努力をしましょう。
③スキルアップ：ナビゲーション・読図、歩き方、装備や食料の計画などのスキルが安全性を高めます。日頃から必要なスキルの獲得を心がけましょう。
④装備：適切な服装・靴、食料と飲料（下山後も残る程度の量）、携帯電話（圏外の把握）、地図・コンパス、雨具・防寒具、ヘッドライト、サバイバルブランケッ
トは最低限必要な装備です。水分と食料の目安はコース定数からも得られます。これらは、両手が空くよう背負いやすいリュックサックに入れます。

注：ルート定数はルートの距離、登距離、時間等からそのコースの身体的な負荷の高さを表す指標で鹿屋体
育大学の山本正嘉氏が提唱するものです。ルート定数を元にルートをグレード化したのが山のグレーディ
ングで、長野県を始め多くの県のルートの指標に利用されています。
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大井川鐵道本線の終着駅、南アルプスあぷとラインの
始発駅でもあり、奥大井観光の拠点となっています。
ＳＬや転車台を見ようと、多くの観光客で賑わう
スポットです。

千頭駅｜スタート地点

「COOL JAPAN AWARD 2019」を受賞したこともあり、
すっかり大井川の観光名所になっている『奥大井湖上
駅』。ここがコースのゴール地点になります。

奥大井湖上駅｜ゴール地点

接岨峡温泉会館は、多くの自然に囲まれた秘境・接岨
峡にある温泉宿。入浴のみのご利用も可能ですので
ゴール後の立ち寄りスポットとしておすすめです。

接岨峡温泉会館｜ゴール付近
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トレイルマップに「A1」などの標記がある場所には、サインプレート（位置標識）が設置してあります。現在地の確認や救急通報時の場所伝達に活用ください。

HIGHLIGHTS OF THE COURSE

LOCAL INFORMATION 
■問い合わせ先

川根本町千頭 1216-21
0547-59-2746

川根本町まちづくり観光協会

川根本町千頭 1183-1
0547-58-7077

川根本町観光交流課

■交通情報

千頭駅 0547-59-2065

大井川鐵道

0547-59-2355

大鉄タクシー千頭営業所

※この他にも宿泊施設などは多数ございます。詳しくは川根本町まちづくり観光協会にお問い合わせください。

■宿泊・温泉

0547-59-2121

阿良屋旅館 宿

0547-59-2027

福住館 宿

0547-59-3800

もりのくに 宿

0547-59-2013

山本屋旅館 宿

予約は川根本町
まちづくり観光協会へ

八木キャンプ場

予約は川根本町
まちづくり観光協会へ

池の谷キャンプ場050-3717-3531

ゆる宿 Voketto 宿
千
頭
エ
リ
ア

0547-59-3669

民宿 奥大井 宿

0547-59-3719

民宿 なかむら 宿

080-2636-6128

アプトいちしろキャンプ場

0547-59-3721

森林露天風呂 宿

0547-59-3764

接岨峡温泉会館せっその湯 宿

0547-59-3738

たぶの家 宿

接
岨
峡
エ
リ
ア


